
今月27日に迫る安倍晋三元
首相の国葬について、世論は
賛否で割れたままです。岸田
文雄首相は国会の閉会中審査
に臨む意向を示していますが、
「岸田政権は国葬を政治利用
している」と強く批判するの
が内田博文・九州大名誉教授

（75）＝写真＝です。国葬を
強行する裏に改憲実現の思惑
があり、国葬を決めたプロセ
スは「緊急事態条項」を先取
りするものだったというので
す。内田さんに取材し、論点
を整理してもらいました。

１９７０～80年代に
企業に採用された身体
障害者が定年を迎える
「大量退職時代」が訪
れています。毎日新聞
が障害者雇用の取り組
み状況について主要企
業にアンケートした結
果、こうした状況にあ
ることが分かりました。

法定雇用が義務付けら
れた頃から働き出した
人たちとみられ、企業
は新たな人材の確保に
苦慮しています。人材
の奪い合いの様相にも
なっており、各企業の
取り組みや社会的な背
景について紹介します。
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落
語
家
の
林
家
た
い

平
さ
ん
（
57
）
＝
写
真
＝

は
い
つ
も
明
る
い
表
情
で

笑
い
を
届
け
て
い
ま
す
。

着
物
の
色
か
ら
の
「
オ
レ

ン
ジ
」
と
い
う
愛
称
も

す
っ
か
り
落
語
フ
ァ
ン
の

間
で
定
着
し
ま
し
た
。

テ

レ

ビ

の

バ

ラ

エ

テ
ィ
ー
番
組
や
寄
席
だ
け

で
は
な
く
、
最
近
は
俳
優

と
し
て
の
活
動
も
目
立
っ

て
い
ま
す
。
全
国
で
順
次

公
開
中
の
映
画
「
で
く
の

空
」
で
は
、
元
電
気
工
事

店
主
の
主
人
公
を
演
じ
て

い
ま
す
。
同
僚
の
死
を
引

き
ず
っ
て
い
る
役
で
、
ス

ク
リ
ー
ン
に
明
る
い
た
い

平
さ
ん
は
登
場
し
ま
せ
ん
。

ど
の
よ
う
な
心
境
で
演
じ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

取
材
で
、
映
画
に
出
演
す

る
こ
と
は
「
落
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落
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迫
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編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※迫る「林家たい平さん」は紙面事情により掲載日が変わったため、先週に続く再掲です。都合により掲載日や内容を変更する場合がございます。予めご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
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９日（金）＝オピニオン面宗教と政治

（日）

映
画
で
主
人
公

林
家
た
い
平
さ
ん

安倍晋三元首相
の銃撃事件をきっ
かけに、自民党と
宗教団体・世界平
和統一家庭連合
（旧統一教会）の
関係に批判が高
まっています。か
つて欧米では、国
を統治するために

宗教が利用され、
その過程では、マ
イノリティーの宗
教が弾圧されてき
ました。日本は憲
法で政教分離をう
たっています。自
民党と旧統一教会
の「持ちつ持たれ
つの関係」は、私

たちに疑念を抱か
せます。宗教学者
の島薗進さん（東
京大名誉教授）＝
写真左＝、仲正昌
樹さん（金沢大教
授）＝写真右＝と
政教分離と政治に
ついて考えます。
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介
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介
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う
。
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九大教授の内田博文さんの国葬批判

５日（月）＝１、３面

５日（月）＝夕刊特集ワイド面

障害者雇用にどう向き合う

知的障害や精神障害のある社員ら
が働くコンビニエンスストアの様
子＝東京都千代田区で2022年7月4
日、山縣章子撮影


